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小
野
寺
史
郎
著

中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム 

─
─
民
族
と
愛
国
の
近
現
代
史

〈
中
公
新
書
、
二
〇
一
七
年
六
月
、
二
八
〇
頁
〉

　
中
国
の
現
在
は
、
鄧
小
平
の
言
っ
た
「
養

光
韜
晦
」
か
ら
「
大
国
崛
起
」
へ
と
舵
を
切

り
、
新
た
な
国
際
社
会
の
盟
主
と
し
て
の
自

己
主
張
が
垣
間
見
え
る
。
世
界
第
二
の
経
済

大
国
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
上
海
万
博
と
い
っ
た
国
際
イ
ベ
ン

ト
を
華
や
か
に
演
出
し
、
さ
ら
に
軍
事
的
に

も
ジ
ブ
チ
な
ど
に
関
与
を
深
め
、「
一
帯
一

路
」
を
掲
げ
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
明
ら
か

に
、
世
界
に
覇
を
競
い
始
め
て
い
る
。

　
本
書
は
、
そ
う
し
た
中
国
の
現
状
を
近
代

史
の
上
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
際
の
好
著

で
あ
る
。
近
代
と
は
「
国
民
国
家
」
の
時
代

で
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
人
び
と
を
結
び
つ
け
、
ま
た
縛

り
も
し
て
き
た
。
中
国
自
体
は
、
ア
ヘ
ン
戦

争
以
降
、
強
引
に
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
に
組

み
込
ま
れ
、
国
民
国
家
形
成
を
志
向
す
る

「
革
命
」
勢
力
、
排
外
主
義
勢
力
、
守
旧
派

な
ど
錯
綜
す
る
政
治
社
会
状
況
を
出
現
さ
せ

て
き
た
。
そ
し
て
、
清
朝
と
い
う
旧
来
の
ゆ

る
や
か
な
統
合
体
で
あ
っ
た
「
帝
国
」
の
解

体
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
を
へ
て
、
現
在
の

「
中
華
復
興
」
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、

常
に
「
中
華
帝
国
」
の
幻
影
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
上
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。

　
著
者
は
、
そ
う
し
た
近
代
中
国
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
歴
史
を
、
①
上
か
ら
の
公
定
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
、
下
か
ら
の
民
衆
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
か
、
②
西
洋
近
代
志
向
か
、
伝
統

文
化
志
向
か
、
③
漢
人
中
心
の
単
一
民
族
国

家
を
め
ざ
す
か
、
多
民
族
性
を
強
調
す
る

か
、
④
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
「
敵
」
と
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
は
何
か
、
の
四
つ
を
「
参

照
軸
」
と
し
て
、
清
朝
末
期
か
ら
民
国
期
、

そ
し
て
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
も
毛
沢

東
時
代
、
改
革
開
放
以
後
現
在
と
い
う
よ
う

に
、
時
代
順
に
「
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

を
検
討
し
て
い
る
。
時
代
区
分
や
「
参
照

軸
」
と
し
て
あ
げ
た
四
点
は
、
理
解
し
易
い

目
印
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
整
理

の
や
り
方
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
は
な
い
。

し
か
し
、「
こ
こ
二
〇
年
ほ
ど
の
間
、
中
国

近
現
代
史
研
究
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
中

国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
概
要
」
を
示
す

こ
と
に
本
書
の
主
眼
が
あ
り
、
脱
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
中
で
進
め
ら
れ
て
き
た
研
究
の
成
果

が
、
網
羅
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
要
領

よ
く
ま
と
め
ら
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一

例
を
挙
げ
れ
ば
、
松
本
ま
す
み
『
中
国
民
族

政
策
の
研
究
』（
一
九
九
九
）、
小
野
寺
史
郎

『
国
旗
・
国
歌
・
国
慶
』（
二
〇
一
一
）、
深

町
英
夫
『
身
体
を
躾
け
る
政
治
』（
二
〇
一

三
）、
藤
谷
浩
悦
『
湖
南
省
近
代
政
治
史
研

究
』（
二
〇
一
三
）、
丸
田
孝
志
『
革
命
の
儀

礼
』（
二
〇
一
五
）
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、

個
別
の
研
究
か
ら
総
合
あ
る
い
は
理
論
化
に

よ
っ
て
全
体
像
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
道
は

険
し
い
。
と
は
い
え
、
広
範
な
研
究
を
整
理

し
、
初
学
者
に
提
示
し
よ
う
と
し
た
作
業

は
、
多
い
に
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

（
三
好 

章
）


